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1.　ソフトビスケットの品質に重 要な影響を与 える焼

成 のメカ ニズムについ て探索し，成品 表面のGrain, 形

状お よび,焦げ 色と焼 成の関係を明 らかにし ようとし た。

2.　標準材料 配合のドウを用い，電 気オーブン， ガス

オーブン，赤 外線グリラーで 翁焼し， その焼成過程にお

けるオーブ ン内および， ド ウ内部の温度変化を測 定し，

それに伴う形状の変化を写真観察し た。また，成品の膨

化 度，シ ョ―ト ネス，形温（直 径，厚さ）を測定し た。

表面のGrain につい ては，熱源の垂直的位 置（上火，

上 下火，下火）および焙焼温度との関係，形状について

は焙焼温度 による影響 と調 べ， またドウの温度上昇に伴

う焦色 の変化 を調 べた。

3.　ドウは温度上昇に伴っ て膨張し,   95X で最大に

なi)   95X ～110°C で固結し成形する。し たがってビス

ケ ダト表面 のGrain, 形状 には， とくにこ の温度範囲 の

オーブン の気温 が影響 すると考え られる。表面 のGrain

を美しく焼きあげる には， ドウの温度95 °C～110°C の

範 囲で表面温 度を高 め，し かも表面 と内部 との温度差 を

少なくし て表面を速 やかに固結し成形 すればよく，形 状

につい ては， 最大膨張後のオーブ ン内気 温を常に上昇 状

態に保 っておくことが必要である。 焦げ色はド ウの温度

110゜C 位からっきはじ め，適当な焦げ色がつ く の は，

13D°C～140 °C の時 である。


